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１．内容 

本資料は、新潟県中越地方の 70km×160km (N30°E)の矩形領域内部（図１の赤線）の 3

次元地質構造モデルのデジタルデータである。データファイル model_1500mmesh.csv と

model_5000mmesh.csvには、同領域内部における新第三紀から第四紀までの 8つの地質層境

界面の標高が収められている。 

 

２．地質構造モデルの作成手順 

まず、新潟県中越地方の 4つの領域（図 1の領域①-④）でそれぞれ地質構造モデルを作

成した。各領域の地質構造モデルの作成方法は次に示す通りそれぞれ異なっている。 

・領域① 産業技術総合研究所活断層研究センターが平成 17年度に作成した新潟平野周辺

地域の地盤構造モデル(応用地質株式会社、2006)を参照してモデル化した。 

・領域② 地質図と同地域の地質構造形成史を基礎として平成 16年度に作成した地質構造

モデル（長谷川・西開地、2005；長谷川他、2005）を基礎として、やや拡大した領域をモ

デル化した。 

・領域③ 地質図と同地域の地質構造形成史を基礎として平成 17年度に作成した地質構造

モデル（長他、2006）を基礎として、やや拡大した領域をモデル化した。 

・領域④ 地質図と屈折法探査結果（Takeda et al., 2004）および防災科学技術研究所(藤

原他、2003)の深部地盤モデルを参考としてモデル化した。 

次に、領域①－④を融合して単一の広域的な地質構造モデルとした上で、以下の探査デ

ータを用い、同モデルの最下層である基盤岩類層とグリーンタフ層の深度を修正した。 

・地震波速度トモグラフィデータ 2004 年新潟県中越地震後、その周辺で発生した地震の



データを用いて（Kato et al., 2006; 干野他、2008）、あるいは糸魚川―静岡構造線の周

辺で発生した地震のデータを用いて（笠原他、2006）、地震波速度トモグラフィ解析がなさ

れた。ここではこれらの解析結果から信頼性のある部分を抽出し（トモグラフィ解析で DWS

と呼ばれる指標が最大値の 10%以上の部分を抽出した）、グリーンタフ層と基盤岩類層の深

度を決めるために用いた。基本的には、グリーンタフ層上面の深度を P 波速度 5.3km/s(領

域④の長野盆地西縁断層よりも東部では 4.8km/s)の等数値面に、基盤岩類層の深度を P 波

速度 5.5km/sの等数値面に一致するとみなした。なお、領域①南部および領域②（主に 2004

年中越地震震源域）には Kato et al. (2006)の解析結果を利用した。領域③には干野他(2008)

の解析結果を利用した。領域④には笠原他（2006)の解析結果を利用した。 

・屈折法探査データ 領域③中央部の断面および領域④の基盤岩類層深度の情報として

Takeda et al. (2004）による屈折法探査データを利用した。 
・深層ボーリングデータ 領域①、②（領域②のボーリング点は主に 2004年中越地震震源

域の西側に分布）の基盤岩類層の深度および領域①、②、③のグリーンタフ層の深度とし

て、深層ボーリングで得られた地質層境界深度を用いた。 

以上の修正により下位層が上位層を不自然に突き抜けるような場合、上位層の深度も併

せて修正した。最後に、地質層ごとに層境界深度を平滑化した。探査データで押さえられ

ない部分は、もとの地質構造モデルの層境界深度をそのまま用いた。平滑化の際は、N30°

Eの方向（同地域に並ぶ背斜軸の方向とほぼ一致する）により強い平滑化をかけた。 

こうして得られた広域的な地質構造モデルから領域①－④にまたがる 70km×160km 

(N30°E)の矩形領域（図１の赤線）を抽出して本デジタルデータとした。 

 
３．デジタルデータ 

３－１．内容 

・データファイル model_1500mmesh.csv と model_5000mmesh.csv には、新潟県中越地方の

70km×160km (N30°E)の矩形領域（図１の赤線）内部の等間隔（1500m あるいは 5000m）の

グリッドにおける新第三紀から第四紀までの 8 つの地質層の標高が収められている（図 2

から図 6）。 

・地質層は、新第三紀基盤岩類層、グリーンタフ層、七谷層、寺泊層、椎谷層、西山層、

魚沼層、沖積層からなる（深部から順に列挙）。 

・矩形領域の南部では、七谷層は別所層、寺泊層は青木層、椎谷層は小川層、西山層は柵

層、魚沼層は猿丸層相当とする。 

 

３－２．フォーマット 

データファイル model_1500mmesh.csv, model_5000mmesh.csv のフォーマットは次の通り。 

1行目       ヘッダ行． 

(2f15.6,2e15.6,3f15.6,3i10) 参照経度[°E], 参照緯度 [°N](参照緯度経度＝xy 軸の



原点), x方向の長さの単位の変換ファクター（参照位置において長さの単位

を[m]から[°]に変換), y 方向の長さの単位の変換ファクター, 矩形領域の

回転角[Ｎ°Ｅ], x 方向のグリッドの刻み幅 [m], y 方向のグリッドの刻み

幅 [m], データ行数, x軸方向のグリッド数, y軸方向のグリッド数 

2-5 行目     ヘッダ行． 

(2i5,4f15.6)  x軸沿いのグリッド番号, y軸沿いのグリッド番号, x軸沿いの距離 [m],  

y軸沿いの距離 [m], 経度[°E], 緯度[°N] 

line 6,...   データ行． 

(2i5,12f15.6) x軸沿いのグリッド番号, y軸沿いのグリッド番号, x軸沿いの距離 [m],  

y軸沿いの距離 [m], 経度[°E], 緯度[°N],  

8層の標高[m]: 基盤岩類, グリーンタフ, 七谷(別所), 寺泊（青木）,  

椎谷(小川), 西山(柵), 魚沼(猿丸), 沖積 

 

付録 

図 2,3,5 に見られるピンク色のパネルは、産業技術総合研究所の活断層データベース

(http://riodb02.ibase.aist.go.jp/activefault/index.html)に基づいてモデル化した活

断層（高田平野西縁、高田平野東縁、十日町盆地西縁、十日町盆地東縁、長野盆地西縁、

六日町）である。参考として、以下にこれらの活断層モデルのジオメトリ(走向、傾斜、長

さ、幅と 4頂点の座標値)を付す。なお同データベースでは長野盆地西縁断層は 2つのセグ

メントに分かれているが、ここではそれらを１つにまとめた上で走向を調整した。また 2004

年新潟県中越地震を引き起こした断層と六日町断層はまとめて 1枚の断層とした。 

 

高田平野西縁 

走向  0[°] 傾斜 45[°] 長さ 18000[m] 幅 17000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

 -2299.5  71249.6      0.0      138.237778       37.172089      0.0 

  6700.5  55661.2      0.0      138.237778       37.010162      0.0 

 -3709.8  49650.8 -12020.8      138.102280       37.010162 -12020.8 

-12709.8  65239.2 -12020.8      138.102280       37.172089 -12020.8 

高田平野東縁 

走向  30[°] 傾斜 135[°] 長さ 25000[m] 幅 17000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

  8059.9  81026.6      0.0      138.393997       37.201664      0.0 

  8059.9  56026.6      0.0      138.253113       37.006893      0.0 

 20080.7  56026.6 -12020.8      138.370453       36.952824 -12020.8 

 20080.7  81026.6 -12020.8      138.511353       37.147594 -12020.8 



十日町盆地西縁 

走向  30[°] 傾斜 45[°] 長さ 32000[m] 幅 17000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

35250.2 103360.8      0.0      138.785294       37.253361      0.0 

 35250.2  71360.8      0.0      138.604950       37.004059      0.0 

 23229.4  71360.8 -12020.8      138.487610       37.058128 -12020.8 

 23229.4 103360.8 -12020.8      138.667953       37.307434 -12020.8 

十日町盆地東縁 

走向  20[°] 傾斜 135[°] 長さ 29000[m] 幅 5000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

37214.3 107440.5      0.0      138.827454       37.276314      0.0 

 42250.1  78881.1      0.0      138.715668       37.031158      0.0 

 45731.9  79495.0  -3535.5      138.753113       37.020283  -3535.5 

 40696.1 108054.5  -3535.5      138.864914       37.265434  -3535.5 

長野盆地西縁 

走向  30[°] 傾斜 30[°] 長さ 57000[m] 幅 24000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

23172.8  59652.3      0.0      138.421066       36.967163      0.0 

 23172.8   2652.3      0.0      138.099823       36.523087      0.0 

  2388.1   2652.3 -12000.0      137.896927       36.616577 -12000.0 

  2388.1  59652.3 -12000.0      138.218170       37.060654 -12000.0 

六日町 

走向  30[°] 傾斜 45[°] 長さ 42000[m] 幅 17000[m]  

  x[m]    Y[m]       z[m]     longitude[°]  latitude[°]  z[m]   

50819.6 117666.9      0.0      139.017899       37.294788      0.0 

 50819.6  75666.9      0.0      138.781204       36.967571      0.0 

 38798.8  75666.9 -12020.8      138.663864       37.021645 -12020.8 

 38798.8 117666.9 -12020.8      138.900558       37.348858 -12020.8 
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図 1 領域①－④（青線）とデータファイルの矩形領域（赤線）のジオメトリ。



 

 

 

 

 

図 2 基盤岩類層上面標高の鳥瞰図。グリッドの間隔が 1500m（上）の場合と 5000m（下）

の場合を比較する。ピンク色のパネルは同地域の活断層モデル（付録参照）。 

 



 

沖積層                 火山岩類 

 

 

魚沼層                 西山層   

 

 

椎谷層                 寺泊層 

 

 

図 3 各層上面標高の鳥瞰図。グリッドの間隔が 1500mの場合。 

ピンク色のパネルは同地域の活断層モデル（付録参照）。 



七谷層                グリーンタフ層   

 

 

基盤岩類層               深度 12kmの水平面    

 

 

図 3 （続き） 

 



 

 

 

 

 

 

図 4  N210°Eから見た鉛直断面（グリッド間隔が 1500m の場合）。15km刻みに南西に向か

って切った断面（各断面の位置は最上部の図を参照）を N30°Eの側から順に列挙する。 



 

 

 

 

 

 

図 4 （続き） 

 



 

 

 

 

図 4 （続き） 



沖積層                 火山岩類 

 

 

魚沼層                 西山層  

 

 

椎谷層                 寺泊層 

 

 

図 5 各層上面標高の鳥瞰図。グリッドの間隔が 5000mの場合。 

ピンク色のパネルは同地域の活断層モデル（付録参照）。 



七谷層                グリーンタフ層 

 

 

基盤岩類層               深度 12kmの水平面    

 

 

図 5 （続き） 



 

 

 

 

 

図 6 N210°Eから見た鉛直断面（グリッド間隔が 5000mの場合）。15km 刻みに南西に向か

って切った断面（各断面の位置は最上部の図を参照）を N30°Eの側から順に列挙する。 

 

 



 

 

図 6 （続き） 

 



 

 

 

図 6 （続き） 

 


